


























要約 家族内性愛(INCEST)の実態と発生要因を探る目的で,全国 14 の思春期電話相談所を

対象に調査を行った。その結果 

1)全体で 249 例の回答を得,そのほとんどが思春期男子からの相談であった。 

2)家族内性愛のパターンは,母－子,義母－子,兄弟－姉妹,義兄弟－姉妹,叔母－甥を認め

た。 

3)性交に至った者が約7割を占め,誘引はマスターベーションに関することが44%と最も多

かった。 

4)相談者の半数以上は自分の行為を否定的にとらえていた。 

5)家族内性愛の発生した家庭では,同胞が少なく母－子関係では父親不在の家庭が多かっ

たが,経済状態,精神身体状況等に特徴的な傾向は認められなかった。 

以上より電話相談に見られる家族内性愛は,特別な家庭の出来事ではない可能性が示され,

性教育や電話相談によるカウンセリングを充実させると同時に,親子の係わりをさらに研

究する必要性が示唆された。 


